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１．基本的な考え方



基本的な考え方
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• 基本的な考え方は過年度の「気候変動を踏まえた土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会（以降、土佐湾検討会と記
す）」に倣うものとし、将来の基準年における計画外力（将来の設計高潮位、将来の設計波、将来の設計津波）を設定す
る。

• この考え方に基づき、以下の3項目の将来作用を検討する。
① 将来の潮位（平均海面水位の上昇量） ※将来の設計高潮位、将来の設計津波に活用
② 将来の潮位偏差     ※将来の設計高潮位に活用
③ 将来の設計波     

項目 本検討における外力設定に関する基本的な考え方

気候変動シナリオ
（海岸保全の目標）

• RCP2.6(2℃上昇相当)を基本とする。

検討の時点
（将来の基準年）

• 21世紀末（2100年）での平均海面水位、潮位偏差、波浪を検討する。

平均海面水位の上昇量
（朔望平均満潮位）
（設計津波）

• 最新の朔望平均満潮位（直近10年程度の平均値）に、21世紀末（2100年）
に予測される平均海面水位の上昇量を加える。

※2100年の平均海面水位の上昇量0.33m
（1996～2091年の上昇量0.39×80年/96年）

潮位偏差
（計画高潮位）

• 現行の計画外力に、気候変動の影響を考慮した大規模アンサンブル気候
予測データベース(d4PDF)を活用して、将来的に予測される潮位偏差・波
浪を考慮する。

• 具体的には、d4PDF過去実験と将来実験(2℃上昇)の外力の比率（将来変
化比の平均）を現行の計画外力に乗算し、将来の基準年における計画外
力を整理する。

※（土佐湾中央部）潮位偏差の将来変化比：1.12、30年確率波高の将来変化比：1.02

波浪
（設計波）

【基本的な考え方】



基本的な考え方
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• 将来の基準年における計画外力（将来の設計高潮位、将来の設計波、将来の設計津波）は、以下の流れで設定する。

現行の朔望平均
満潮位の設定

平均海面水位の
上昇量の設定

現行の
潮位偏差の設定

将来変化比の設定

＜①＞ ＜①’＞

＜②＞
＜②’＞

将来の朔望平均
満潮位の算定

＜③（＝①＋②）＞

将来の
潮位偏差の算定

＜③’（＝①’×②’）＞

将来の設計高潮位の算定
＜④（＝③＋③’）＞

現行の朔望平均
満潮位の設定

平均海面水位の
上昇量の設定

＜①＞

＜②＞

将来の朔望平均
満潮位の算定

＜③（＝①＋②）＞

将来の設計津波の算定
※津波水位＝潮位＋津波高

＜⑤（＝③＋④）＞

将来潮位を用いた
津波高の算定

＜④＞

【将来の設計高潮位】

現行の設計波
の設定

将来変化比の設定

＜①＞

＜②＞

将来の設計波の算定
＜③（＝①×②）＞

【将来の設計波】 【将来の設計津波】

【将来の基準年における計画外力の設定方法】
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２．将来作用の設定方針



将来の潮位
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• 将来の潮位は、過年度の土佐湾検討会を踏まえ、最新の朔望平均満潮位（2020年）に、今後の平均海面水位の上昇量
を加算して設定する。

• すなわち、2020年を起点とした場合、2100年の朔望平均満潮位には、2100年までの平均海面水位の上昇量0.33m
（1996～2091年の上昇量0.39×80年/96年）を加算する。

出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会



将来の潮位偏差・設計波
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• 過年度の土佐湾検討会では、土佐湾中心部の潮位偏差の将来変化比を1.12、波高の将来変化比を1.02として算定して
いる。

• 過年度の土佐湾検討会に倣い、100ケース程度のサンプルを用いた潮位偏差・波浪を推定できる簡易推定式を構築し、
効率的に多くのサンプル数を確保した確率評価を実施する。

出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会



将来の設計津波
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• 土佐湾検討会に倣い、2100年時点の平均海面水位の上昇量を考慮した朔望平均満潮位を初期潮位に設定した2003年
中央防災会議公表の津波断層モデル（東南海・南海：二連動）のシミュレーションを実施する（現行の津波断層モデルに
倣う）。

• 本検討会では、地震・津波対策施設への気候変動による影響に関する検証を行う。

出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

＜土佐湾検討会の検討事例＞
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３．事例紹介：全国港湾における将来作用

【参考事例】



将来の潮位偏差・設計波の参考事例
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• 過年度の土佐湾検討会では、d4PDFを活用し、サンプルを相当数確保したシミュレーションを実施し、土佐湾中心部の
潮位偏差・波高の将来変化比を算出している。

• 一方、土佐湾検討会と同様に、サンプルを相当数確保したシミュレーションを実施し、全国の主要港湾の潮位偏差・波
高の将来変化比を整理された事例として、本多ら(2025)による国土技術政策総合研究所資料No.1302「日本沿岸の主要
港湾における高潮・波浪の気候変動の影響評価（令和7年2月公表）」がある。

• いずれの成果も、d4PDFの取り扱いにおいて重要となるバイアス補正や確率評価をするための十分なサンプル数の確
保がなされている。

【主要な検討方法】

項目 土佐湾技術検討会 本多ら(2025)

d4PDFの台風中心気圧のバイアス補正 ○
南北：2.5°間隔で分割したクオンタイ
ルマッピング法

○
南北：2.5°×東西：2.5°間隔で分割
したクオンタイルマッピング法

d4PDFの台風発生個数のバイアス補正 ○
極値統計解析において平均発生率λ
を係数(a)で補正
（R=1/{a*λ[1-F(x)]}）

○
クオンタイルマッピング法において、再
現期間に対する補正値を評価するこ
とによって補正

高潮におけるWave-setupの間接的考慮 ○
重回帰式に使用する高潮推算結果に
Wave-setupを考慮

○
水深波高比、波形勾配による簡易式
を用いて面的にWave-setupを考慮

確率評価のためのサンプルの相当数確保 ○
平均発生率λ=2～4程度
（最小0.5年確率程度）
※標本データは100ケースサンプルか
ら作成した重回帰分析によって算定

○
平均発生率λ=0.3程度
（最小3.3年確率程度）
※標本データはシミュレーションによっ
て直接算定

【参考事例】



将来の潮位偏差・設計波の参考事例

11出典：日本沿岸の主要港湾における高潮・波浪の気候変動の影響評価（令和7年2月公表）

【参考事例】
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４．参考資料（土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会概要）

【参考】



①外力設定に向けた基本的な考え方

出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

参考資料：土佐湾検討会の概要【基本的な考え方】
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【参考】



②将来予測される平均海面水位の上昇量の設定

参考資料：土佐湾検討会の概要【平均海面水位の上昇量】

14出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



③気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定

参考資料：土佐湾検討会の概要【朔望平均満潮位の設定】

15出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



参考資料：土佐湾検討会の概要【高知県内の地殻変動】

16出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



参考資料：土佐湾検討会の概要【東北地方太平洋沖地震の地殻変動】

17出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



④気候変動を踏まえた潮位偏差・波浪の設定に向けた検討方針

参考資料：土佐湾検討会の概要【検討方針】

18出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



④気候変動を踏まえた潮位偏差・波浪に関する予測手法の考え方（案）

参考資料：土佐湾検討会の概要【予測手法の考え方】

19出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】



 【基本】B-1全球気候モデル台風を活用する方法の検討手順イメージ（検討手順①～⑤）

20出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

参考資料：土佐湾検討会の概要【B-1手法：検討手順】
【参考】



 潮位偏差・波浪を推定できる簡易推定式の構築イメージ（検討手順③）

21出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

参考資料：土佐湾検討会の概要【B-1手法：簡易推定式】
【参考】



 【補足】A-1パラメトリック台風モデルを活用する方法の検討手順イメージ（検討手順①～③）

22出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

参考資料：土佐湾検討会の概要【（補足的な手法）A-1手法】
【参考】



 【補足】A-1パラメトリック台風モデルを活用する方法の検討手順イメージ（検討手順④～⑥）

23出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

参考資料：土佐湾検討会の概要【（補足的な手法）A-1手法】
【参考】



⑤気候変動を踏まえた設計津波の設定に向けた検討方針

24

参考資料：土佐湾検討会の概要【設計津波】

出典：土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会

【参考】
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